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【
新
任
式
】

　

四
月
六
日
（
木
）
八
名­

の
先
生
方
を
お
迎
え

し
ま
し
た
。
今
年
度
着
任
し
た
教
職
員
を
紹
介

し
ま
す
。
鈴
木
明
宏
副
校
長

（
昇
任
・
水
沢
工
業
）、
坂
本­­­­

香
織
教
諭

（
盛
岡
商
業
）、
稗
貫
華
子
教
諭
（
黒
沢
尻
北
）、

吉
田
実
養
護
教
諭
（
盛
岡
青
松
支
援
）、
林
ち

は
る
講
師
（
宮
古
市
役
所
）、
舘
洞
茉
奈
美
講

師
（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
）、
小
原
俊
介
講
師
（

盛
岡
商
業
）、
佐
藤
駆
講
師
（
盛
岡
農
業
）。
よ

う
こ
そ
宮
古
北
高
校
へ
。
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

【
始
業
式
】　

　

令
和
五
年
度
は
新
入
生
二
十
四
名
を
含
め
て

生
徒
数
六
十
名
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
が
新
年
度
へ
の
決
意
を
持
っ
て
始
業

式
に
臨
み
ま
し
た
。
校
長
か
ら
は
、
新
年
度
に

あ
た
り
「
逃
げ
ず
に
学
べ
」、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
勤
し
め
」
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
の
今
年
度
の
活
躍
を
期
待
し

ま
す
。

新
年
度
ス
タ
ー
ト

　

四
月
七
日
（
金
）
宮
古
北
高
等
学
校
の
令
和

五
年
度
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

前
と
同
様
と
ま
で
は
い
か
な
い
ま
で
も
、
在
校

生
も
参
加
し
て
、
宮
古
北
高
校
の
従
来
通
り
の

入学おめでとうございます

入
学
式
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

新
入
生
宣
誓
で
は
、
大
下
真
寿
さ
ん
が
立
派

に
大
役
を
果
た
し
ま
し
た
。
二
十
四
名
の
新
入

生
の
皆
さ
ん
を
歓
迎
し
ま
す
。　

四
月
の
行
事
か
ら

【
対
面
式
】

　

四
月
十
日
（
月
）
在
校
生
が
新
入
生
を
迎
え

入
れ
る
対
面
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
入
生
は

一
人
一
人
在
校
生
に
ん
自
己
紹
介
を
し
、
在
校

生
か
ら
は
生
徒
会
執
行
部
が
中
心
に
宮
古
北
高

校
の
行
事
や
、
部
・
委
員
会
に
つ
い
て
説
明
を

し
ま
し
た
。
新
入
生
は
皆
の
前
で
一
人
で
話
す

こ
と
も
あ
り
、
緊
張
ぎ
み
で
し
た
が
、
自
己
紹

介
が
終
わ
る
と
徐
々
に
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
て
き
ま

し
た
。
あ
せ
ら
ず
ゆ
っ
く
り
と
学
校
に
慣
れ
て

い
っ
て
下
さ
い
。

【
宮
北
の
森
】

　

宮
北
の
森
と
は
月
例
の
生
徒
集
会
の
名
称
で

す
。
こ
の
月
例
集
会
は
生
徒
会
執
行
部
や
生
徒

か
ら
の
様
々
な
提
案
や
発
表
、
情
報
提
供
の
場

と
し
て
開
か
れ
て
い
ま
し
た
。
平
成
三
十
年
に

こ
の
月
例
集
会
の
名
称
募
集
が
な
さ
れ
、
そ
こ

で
選
ば
れ
た
の
が
「
宮
北
の
森
」
で
す
。
宮
北

の
森
の
企
画
・
運
営
は
生
徒
会
が
主
体
と
な
っ

て
行
わ
れ
ま
す
。
教
員
は
ア
ド
バ
イ
ス
中
心
。

宮
古
北
高
校
の
生
徒
は
、
こ
の
集
会
に
参
加
す

る
こ
と
で
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
て
、
月
二
十
一
日
（
金
）
本
年
度
第
一
回

目
の
宮
北
の
森
（
全
校
集
会
）
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
宮
北
の
森
の
説

明
と
、　

校
歌
の
紹
介
。
生
徒
会
執
行
部
・
応

援
員
が
頑
張
り
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

学校webpagenote の page
【
学
校w

ebpage

・note

のpage

】

　

学
校w

ebpage

・note

のpage

へ
の
ア
ク

セ
ス
が
し
や
す
く
な
る
よ
うQ

R

コ
ー
ド
を
載

せ
ま
す
。note

のpage

で
は
主
に
行
事
で
の

様
子
を
写
真
を
中
心
に
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ア
ク
セ
ス
下
さ
い
。

　
「
誠
実　

剛
健　

進
取
」
を
校
訓
と
し
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
を
尊
重
す
る
教
育
を
教
育
目
標

に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

学
習
面
で
は
体
験
学
習
や
探
究
活
動
を
推
進

し
、
思
考
力
・
判
断
力
の
育
成
に
つ
と
め
て
お

り
、
ま
た
、
職
業
理
解
を
深
め
る
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
や
、
地
域
で
の
農
業
体
験
を
行
う
な
ど

、
学
校
全
体
で
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

各
学
年
一
ク
ラ
ス
。
今
年
度
は
全
校
六
十
名

の
小
さ
な
学
校
で
、
職
員
数
も
多
く
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
生
徒
が
主
体
と
な
り
、
力
を
あ
わ
せ

な
が
ら
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
充

実
さ
せ
、
地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
を
計
画
し
て

お
り
ま
す
。
ご
支
援
・
ご
協
力
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

宮
古
北
高
等
学
校
に
つ
い
て

　

令
和
五
年
四
月
二
十
八
日

　

文
責　

宮
古
北
高
等
学
校
副
校
長
副
校
長


